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80％以上のアストロサイト特異性が保たれていた。またヒト由来の0.3kb（hGFAP）プロモーター
でマウス大脳皮質を検討すると、マーモセット由来cjGFAPプロモーターを用いたときと同様、ニ
ューロン優位のGFP発現が観察された。以上より0.3kbのGFAPプロモーターのアストロサイト特異
性を大脳皮質で維持するには、動物種を合わせる必要があることが示唆された。そこで、マーモ
セット由来0.3kb cjGFAPプロモーターを搭載したAAVベクターは、マーモセット大脳皮質でもア
ストロサイト特異性を維持していると考え、cjGFAPプロモーター制御下でGFPを発現するAAVベク
ターをマーモセットの小脳皮質と大脳皮質に投与した。2-4週間後に脳を取り出し組織学的に解
析したところ、両部位ともに90%程度のアストロサイト特異的なGFP発現が観察された。 
アストロサイトは脳内で神経伝達物質の再取り込みや、神経細胞への栄養因子供給に重要な役
割を果たしており、アストロサイトの障害が神経変性疾患を引き起こすことが明らかになってい
る。AAVに搭載可能でアストロサイトに外来遺伝子を発現できる0.3kbとコンパクトで、オリジナ
ル（2.0kb）の4割程度のプロモーター活性を維持しているcjGFAPプロモーターは、変性疾患モデ
ルマーモセットの作成やマーモセットを用いた遺伝子治療研究に応用できる可能性があり、極め
て有用であると考えられた。
